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Highlights

・・ 全国 20 拠点のネットワークを 
 Cisco Meraki フルスタック構成で全面刷新

・・ SD-WAN 化と各拠点からの
 ローカルブレイクアウトにより、
 通信品質向上と運用管理性強化を実現

・・ MT センサー試行や SASE をゴールとする
 セキュリティ強化検討など、
 さらなる DX 推進を目指す

20 拠点
全国拠点数

456 人
従業員数

100 台以上
導入機器数

MERAKI.COM



SD-WAN 化と
ローカルブレイクアウトの実現で
ネットワークの高負荷が
回避できると考えました。
Cisco Meraki は 1 度のトラブルもなく
安定稼働している実績もあり、
信頼性は高いものがありました。
久 聡紀 氏
信州ハム株式会社　管理本部 総務部 情報管理課 課長

ロケーション
長野、日本

業界
製造

導入ソリューション
MR アクセスポイント MR18/20/26/32/33/36/44/72

スイッチ MS220-8/225-24/220-8P/120-8/350-48

セキュリティアプライアンス MX100/64W/64/68W、Z3

セキュリティカメラ MV21/71

IoT センサー MT11

端末管理（MDM）- SM

概要

長野県上田市を拠点にハムやソーセージを製造、全国で販売を展開する

信州ハム株式会社（以下、信州ハム）は、2018 年から Cisco Meraki を

活用したスマートファクトリ変革を推進しています。今回、コロナ禍のテレ

ワーク導入に伴う通信帯域ひっ迫を解消すべく、全国 20 拠点を結ぶ全社

ネットワークを Cisco Meraki フルスタックによる SD-WAN に全面刷新。

ローカルブレイクアウトの実現によるネットワーク品質強化とともに、クラ

ウド管理による運用管理業務の効率化も実現しました。

2CASE STUDY

MERAKI.COM



課題

信州ハムは、本社工場内のシステムをネットワークでつなぎ、生産実績を日々

リアルタイムに可視化するスマートファクトリ変革を推進しています。それを

支えているのが、過酷な環境でも安定的に高速通信できる Cisco Meraki 

のクラウド管理型ネットワーク ソリューションです。

そうした中、同社は新たな課題に直面しました。それが、コロナ禍でテレワー

クと Web 会議が急増したことに起因する、全国 20 拠点を結ぶ全社ネット

ワークの帯域ひっ迫でした。当時の状況を、管理本部 総務部 情報管理課 

課長の久聡紀氏は、次のように話します。

「2020 年から急速にテレワーク化が進み、Web 会議が頻繁に開催されるよ

うになると、そのトラフィック量が社内ネットワークに影響するようになり、

インターネットを経由して商取引を行う Web-EDI にもエラーが起こるように

なりました。特に当社では RPA（ロボティック プロセス オートメーション）

を活用して取引業務の自動化も進めていたため、その影響は深刻でした。折

しもネットワークインフラ基盤の更改時期が迫っていたことも重なり、抜本的

な見直しに向け、検討を開始しました。」

ここで構築パートナーから提案されたのが、Cisco Meraki による SD-WAN

および、ローカルブレイクアウトへの変革でした。SD-WAN（Software

De�ned Wide Area Network）とは、ソフトウェアで WAN を管理、運用

する技術。ローカルブレイクアウトは、特定のクラウドサービス通信を中央

拠点に設置されたインターネットとの接点を使用せず、各拠点から直接イン

ターネットにアクセスすることで通信の集中を軽減し、通信遅延を防止する手

法です。
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ソリューション

その後、同社は複数社からの提案を比較検討し、2020 年末に Cisco Meraki 

を採用した全社ネットワークの SD-WAN 化を正式決定します。その理由を、

久氏はこう語ります。「SD-WAN 化とローカルブレイクアウトの実現で、今

回のネットワーク負荷が回避できると考えました。当時はまだ、これだけの

規模の SD-WAN 構築事例は少なかった印象ですが、当社工場での Cisco 

Meraki が 1 度のトラブルもなく安定稼働している実績もあり、信頼性は高

いものがありました。」

生産本部 生産管理部 原価管理課 課長の織部航氏は、運用の観点から Cisco

Meraki の採用理由を、次のように話します。「SD-WAN でローカルブレイ

クアウトを実施することで、アプリケーション単位でアクセス制御やネット

ワーク経路の最適化が可能となります。Cisco Meraki であればそれがシン

プルな機器構成で実現できることに加えて、クラウド管理型で『運用の見え

る化』効果も高い。特に当社は専任の IT 担当者が不在な地方拠点も多く、

これまでトラブル時に遠隔からの対応で苦労していましたので、その点も採

用の大きな理由となりました。」

構築も順調に進み、2021 年 3 月末に完了。4 月から Cisco Meraki のフル

スタック構成による新ネットワークの稼働が開始されました。本社および各

拠点に機器を設置、クラウド管理画面から設定後、本社内でテストを実施。

特に問題ないと判断され、各拠点のネットワークを一斉に切り替えました。
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構築プロセスについて、久氏は「従来は VPN の閉域網で構築されており、

新たに音声回線を準備することに時間がかかりましたが、Cisco Meraki の

各機器は基本設定完了状態で提供され、現地に設置するだけなので手間な

く展開できました。その他の設定はクラウド管理画面で遠隔から行うことが

でき、設定の度に SE を派遣する必要がないため、ランニングコストの削減

にもつながります。」と語ります。

さらに今回、同社は工場内の温度管理に、Cisco Meraki MT センサーも導

入しました。久氏はその狙いを、次のように話します。「食肉加工工場内は、

常に 10℃ 以下に保つことが求められます。工場には既存の温度管理設備が

備わっていますが、試験的な意味合いで今回、さまざまな場所に設置可能な 

MT センサーを導入しました。今後、活用アイデアを検討予定です。」

信州ハム株式会社
管理本部 総務部 
情報管理課 課長

久 聡紀 氏

信州ハム株式会社
生産本部 生産管理部 
原価管理課 課長

織部 航 氏
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・  スタッキング、レイヤ 3 ダイナミックルーティング
　PoE/PoE+ を備えたギガビットまたはマルチギガビットアクセス
・  キャンパス導入向けの 10G、40G 集約スイッチ
　ースタッキングおよびクロスリンク アグリゲーションのサポー ト

構成例

10Gbps（SFP+）
5Gbps（mGig）
1Gbps

M

MV12W MR36 MR36

スモール
スタート MX67

MS120

M

MS120

MX100-HA

MS350-Stack

MT10 MT12

フルスタック

MV32 MR56

×20 拠点

MX
MI

SD-WAN

Full Stack

Z3

Internet

Internet VPN

MV

MX

MR MT MSMV

LAN
SM

MS

トランスポートの
独立性
1 つの一貫性のある使いやす
いワークフローで、多様なメ
ディア（MPLS、インターネッ
ト、3G/4GLTE）に帯域幅、
ルーティング、セキュリティポ
リシーを適用できます。

アプリケーションの
最適化
レイヤ 7 のトラフィックシェー
ピング、アプリケーションの優
先順位付けによって、重要な
アプリケーションのトラフィッ
クとユーザエクスペリエンスを
最適化します。

インテリジェント 
パス制御
動的なポリシーとパフォー
マンスに基づくパス選択
でロードバランシングが自
動的に実施され、ネット
ワークの信頼性とパフォー
マンスを大幅に高めます。

セキュア接続
統合されたシスコ セキュリティ脅
威防御技術クラウドアプリケーショ
ン、リモートオフィスやデータセン
ターのセキュリティで保護された通
信を確保するための IPsecVPN と
組み合わせて、インターネットに直
接アクセス可能です。

SD-WANをシンプルに実現
SD-WAN（ソフトウェア定義型 WAN）は、ネットワーク接続に対する新たなアプローチです。複
数拠点の導入環境で運用コストを削減し、リソース使用率を改善、帯域幅の利用効率の向上を図り
ます。これにより、ネットワークプロバイダーのセキュリティやデータプライバシーを損なうことなく、
重要なアプリケーションに向けて最高レベルのパフォーマンスをユーザに提供できます。
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結果～今後

こうして全国 20 拠点に導入された MX ルータ、MS スイッチなど 100 台を

超える Cisco Meraki 機器は、1 つのダッシュボードでクラウドから設定と

管理が可能で、将来の増設も容易。SD-WAN 化で遅延やパケットロスなど

が設定値を下回ると自動的に最適な通信に切り替わる機能のほか、万一に備

えて冗長構成も実現。加えて、Web 会議など特定の SaaS 利用時は各拠点

からのローカルブレイクアウトとすることで、通信品質も大きく向上。

Web-EDI の通信不具合も解消されました。

運用管理面での効果について、織部氏は次のように評価します。「従来のコ

マンドベースの管理とは異なり、Cisco Meraki はグラフィカルな管理画面を

ブラウザから直感的に操作できて、視覚的にも把握しやすいです。ベンダー

との協議の際も、遠隔から同じ画面を見ながら会話できて、対応が早期化し

ます。また、当社は工場内で ERP 用途の iPad を利用しているのですが、

それも含めてすべての機器を包括的に MDM （モバイルデバイス管理）できる

点も優れています。」

今後、同社では SASE をゴールとし、セキュア インターネットゲートウェイ 

Cisco Umbrella や、Cisco Secure Access by Duo による多要素認証、

ゼロトラストなどのセキュリティ強化が検討されています。久氏は「今回実現

したローカルブレイクアウトの適用範囲を拡大するうえでも、安全性と利便

性を両立する、新たなセキュリティ対応も実現していきたい。」と話します。

最後に久氏は、今後の DX 推進および Cisco Meraki への期待をこう結び

ました。「食品業界では、異物混入などの事件をきっかけとしてフードセキュ

リティへの意識が高まり、工場内への人の出入りを従業員の負荷なく監視、

記録できる仕組みが求められるなど、デジタル活用の気運が高まり続けてい

ます。Cisco Meraki  にはこれからも多くの現場で導入、活用しやすいソ

リューション提供に、期待しています。」
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長野県上田市を拠点にハムやソーセージなどを製造、全国にて販売展開。

1975 年から続く「グリーンマーク」に加えて、「信州軽井沢」「信州」などの

ブランドを通して地元信州の豊かな自然、爽やかな気候が生んだこだわり、

美味しさを追求した製品開発を進めています。

To learn more,
visit Meraki.com
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